
第 19回「はがき歌」全国コンテスト 

         

     

応募状況 

・募集期間 平成 25年 7月 1日～11月 2日 

・応募総数 8,707首  

今回は海外からの応募はありませんでした。 

 

一次審査 

・審査期間 平成 25年 12月 1日～12月 31日 

・審査員  松山歌人会 副会長  髙橋 淑子 

      松山歌人会 副会長  林 好昭 

      松山歌人会 事務局長 東倉 紀美子 

      松山歌人会 理事   河村 昭夫 

 

二次審査 

・審査期間 平成 25年 1月 15日～2月 3日 

・審査員    坪内 稔典（俳人・佛教大学教授） 

永田 紅 （歌人） 

       尾形 冴子（松山歌人会会長）            

       竹田 美喜（松山市立子規記念博物館館長） 

 

入賞 

  優秀賞（松山市長賞）   賞状・旅行券５万円 

 優秀賞（松山市教育長賞） 賞状・旅行券３万円 

 特別賞（愛媛県知事賞）  賞状・記念品 

 審査員特別賞   4点   賞状・記念品 

 佳作     100点   賞状 

 

[決定した作品][受賞者名]  は別紙です。※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

≪松山市長賞≫ 

 

 車椅子の母へ―― 

 春の日が何もないまま過ぎるから筍寿司でもつくりましょうね 

                        大阪府豊能郡  福田 惠  59歳 

≪松山市教育長賞≫ 

 

 子きさんとそう石さんへ―― 

 子きさんもそう石さんもあっあーと温せん入って言うたかなあ 

                        徳島県阿南市  阿地
あ ち

 莞汰
か ん た

 9歳 

≪愛媛県知事賞≫ 

 

 子規さんへ―― 

 子規館へ孫と来ましたすいれんの花いっぱいの公園ぬけて 

                        愛媛県松山市  村上 文子
ふ み こ

 76歳 

≪審査員特別賞≫ 

 

 姉へ―― 

 干し柿と切り干し大根送ります庭のおひさまはいっています 

                        大分県日田市  石井かおり 52歳 

 お母さんへ―― 

 夢の中のぞいて見てもお母さんやっぱりメロンパン食べている 

                        長崎県長崎市  新宮
しんぐう

 榮
えい

次
じ

 68歳 

 戦死の兄へ―― 

 犬死で決してないよ兄さんは九条に化身平和な世です 

                        愛媛県松山市  北川 正治
まさはる

 75歳 

 娘へ―― 

つえついて、娘つきそい市場いき、好きなもの買い、ありがたいこと 

                        香川県高松市  おざきちよ 100歳 

  

 


